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付　　議　　事　　件 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2 回定例会 

 番号 事　　　　　件　　　　　名 提案者 ﾍﾟｰｼﾞ

 
1 さくら市名誉市民条例の制定について 市　長 P 4

 
2

さくら市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定について
〃 P 6

 

3

行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

について

〃 P18

 
4 さくら市税条例の一部改正について 〃 P19

 
5

さくら市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び

災害の発生の防止に関する条例の一部改正につい

て

〃 P24

 

6

さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る条例及びさくら市特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する条例の一部改正について

〃 P32

 
7

さくら市水道事業の布設工事監督者及び水道技術

管理者の資格に関する条例の一部改正について
〃 P36

 
8 さくら市下水道条例の一部改正について 〃 P37

 
9 令和 7 年度さくら市一般会計補正予算(第 2 号) 〃 P39

 
10

令和 7年度さくら市介護保険特別会計補正予算(第

1 号)
〃 P57

 
11 土地改良事業の施行について 〃 P72

 報告 

1

令和 6 年度さくら市一般会計繰越明許費繰越計算

書の報告について
〃 P73

 報告 

2

令和 6 年度さくら市一般会計事故繰越し繰越計算

書の報告について
〃 P75

 
報告 

3

令和 6 年度氏家都市計画事業上阿久津台地土地区

画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

について

〃 P77
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番号 事 件 名 提案者 ﾍﾟｰｼﾞ

 報告 

4

令和 6 年度さくら市水道事業会計予算繰越計算書

の報告について
市　長 P79

 報告 

5

令和 6 年度さくら市下水道事業会計予算繰越計算

書の報告について
〃 P81

 諮問 

１
人権擁護委員候補者の推薦について 〃 P83
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議案第 1 号 

 

 

さくら市名誉市民条例の制定について 

 

 

さくら市名誉市民条例を次のように定める。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　 

 

 

さくら市条例第　号 

 

さくら市名誉市民条例 

 

（目的） 

第 1 条　この条例は、市民又は市に縁故の深い者で、広く社会文化の興

隆に顕著な功績があり、市民の尊敬を受けている者をさくら市名誉市

民（以下「名誉市民」という。）とし、その功績をたたえるとともに、

市民の社会文化興隆に資することを目的とする。 

（推挙） 

第 2 条　名誉市民は、市長が議会の同意を得て推挙する。 

（顕彰） 

第 3 条　名誉市民には、その称号及び名誉市民章を贈る。 

2　名誉市民の事績は、市が広報する。 

（待遇） 

第 4 条　名誉市民には、次の待遇を与えることができる。 

(1)　市の公の式典への参列 

(2)　死亡の際における相当の礼をもってする弔慰 

(3)　前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認めた特典 
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（称号の取消し） 

第 5 条　市長は、名誉市民が本人の責に帰すべき行為により著しく名誉

を失い、市民の尊敬を受けなくなったと認められるときは、議会の同

意を得て名誉市民の推挙を取り消すことができる。 

2　前項の規定により名誉市民の称号を取り消された者は、その日から前

条の規定により与えられた待遇を失うものとする。 

（委任） 

第 6 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附　則 

　（施行期日） 

1　この条例は、公布の日から施行する。 

　（経過措置） 

2　この条例の施行の日の前日までに、合併前の喜連川町名誉町民条例

（昭和 42 年喜連川町条例第 3 号）の規定によりなされた処分、手続そ

の他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみ

なす。
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議 案 第 2号  

 

 

さ く ら 市 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す  

る 基 準 を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て  

 

 

さ く ら 市 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定

め る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。  

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

目 次  

第 1章 　 総 則 （ 第 1条 － 第 19条 ）  

第 2章 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業  

第 1節 　 通 則 （ 第 20条 ）  

第 2節 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 （ 第 21条 － 第 24条 ）  

第 3節 　 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 （ 第 25条 ・ 第 26条 ）  

第 3章 　 雑 則 （ 第 27条 ）  

附 則  

第 1章 　 総 則  

（ 趣 旨 ）  

第 1条 　 こ の 条 例 は 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 164号 。 以 下

「 法 」 と い う 。 ） 第 34条 の 16第 1項 の 規 定 に 基 づ き 、 乳 児 等 通

園 支 援 事 業 （ 法 第 6条 の 3第 23項 に 規 定 す る 乳 児 等 通 園 支 援 事 業

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 （ 以 下 「 最 低 基

準 」 と い う 。 ） を 定 め る も の と す る 。  
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（ 最 低 基 準 の 目 的 等 ）  

第 2条 　 最 低 基 準 は 、 明 る く て 、 衛 生 的 な 環 境 に お い て 、 素 養 が

あ り 、 か つ 、 適 切 な 訓 練 を 受 け た 職 員 （ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を

行 う 事 業 所 （ 以 下 「 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） の 管 理

者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） が 乳 児 等 通 園 支 援 （ 乳 児 等 通 園 支 援 事

業 と し て 行 う 法 第 6条 の 3第 23項 の 乳 児 又 は 幼 児 へ の 遊 び 及 び 生

活 の 場 の 提 供 並 び に そ の 保 護 者 へ の 面 談 及 び 当 該 保 護 者 へ の 援

助 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 提 供 す る こ と に よ り 、 乳 児 等 通 園 支

援 事 業 を 利 用 し て い る 乳 児 又 は 幼 児 （ 以 下 「 利 用 乳 幼 児 」 と い

う 。 ） が 、 心 身 と も に 健 や か に 育 成 さ れ る こ と を 保 障 す る も の

と す る 。  

（ 最 低 基 準 の 向 上 ）  

第 3条 　 市 長 は 、 児 童 の 保 護 者 そ の 他 児 童 福 祉 に 係 る 当 事 者 の 意

見 を 聴 き 、 そ の 監 督 に 属 す る 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う 者 （ 以

下 「 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 」 と い う 。 ） に 対 し 、 最 低 基 準 を 超

え て 、 そ の 設 備 及 び 運 営 を 向 上 さ せ る よ う に 勧 告 す る こ と が で

き る 。  

2　 市 は 、 最 低 基 準 を 常 に 向 上 さ せ る よ う に 努 め る も の と す る 。  

（ 最 低 基 準 と 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 ）  

第 4条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 最 低 基 準 を 超 え て 、 常 に 、 そ

の 設 備 及 び 運 営 を 向 上 さ せ な け れ ば な ら な い 。  

2　 最 低 基 準 を 超 え て 、 設 備 を 有 し 、 又 は 運 営 を し て い る 乳 児 等

通 園 支 援 事 業 者 に お い て は 、 最 低 基 準 を 理 由 と し て 、 そ の 設 備

又 は 運 営 を 低 下 さ せ て は な ら な い 。  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 一 般 原 則 ）  

第 5条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 人 権 に 十 分 配 慮

す る と と も に 、 一 人 一 人 の 人 格 を 尊 重 し て 、 そ の 運 営 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 地 域 社 会 と の 交 流 及 び 連 携 を 図 り 、

利 用 乳 幼 児 の 保 護 者 及 び 地 域 社 会 に 対 し 、 そ の 行 う 乳 児 等 通 園

支 援 事 業 の 運 営 の 内 容 を 適 切 に 説 明 す る よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

3　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 乳 児 等 通 園 支 援

の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  
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4　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 定 期 的 に 外 部 の 者 に よ る 評 価 を 受

け て 、 そ の 結 果 を 公 表 し 、 常 に そ の 改 善 を 図 る よ う 努 め な け れ

ば な ら な い 。  

5　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に は 、 法 に 定 め る 事 業 の 目 的 を 達 成 す

る た め に 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

6　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 の 構 造 設 備 は 、 採 光 、 換 気 等 利 用 乳 幼

児 の 保 健 衛 生 及 び 利 用 乳 幼 児 に 対 す る 危 害 防 止 に 十 分 な 考 慮 を

払 っ て 設 け ら れ な け れ ば な ら な い 。  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 と 非 常 災 害 ）  

第 6条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 軽 便 消 火 器 等 の 消 火 用 具 、 非

常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 非 常 災 害

に 対 す る 具 体 的 計 画 を 立 て 、 こ れ に 対 す る 不 断 の 注 意 と 訓 練

（ 次 項 の 訓 練 を 除 く 。 ） を す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 少 な く と も 毎 月 1回 、 避 難 及 び 消

火 に 関 す る 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 安 全 計 画 の 策 定 等 ）  

第 7条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 安 全 の 確 保 を 図

る た め 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 ご と に 、 当 該 乳 児 等 通 園 支 援 事

業 所 の 設 備 の 安 全 点 検 、 職 員 、 利 用 乳 幼 児 等 に 対 す る 事 業 所 外

で の 活 動 、 取 組 等 を 含 め た 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 で の 生 活 そ の

他 の 日 常 生 活 に お け る 安 全 に 関 す る 指 導 、 職 員 の 研 修 及 び 訓 練

そ の 他 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に お け る 安 全 に 関 す る 事 項 に つ い

て の 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 安 全 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定

し 、 当 該 安 全 計 画 に 従 い 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 職 員 に 対 し 、 安 全 計 画 に つ い て 周

知 す る と と も に 、 前 項 の 研 修 及 び 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し な け れ

ば な ら な い 。  

3　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 安 全 の 確 保 に 関 し て

保 護 者 と の 連 携 が 図 ら れ る よ う 、 保 護 者 に 対 し 、 安 全 計 画 に 基

づ く 取 組 の 内 容 等 に つ い て 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

4　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 定 期 的 に 安 全 計 画 の 見 直 し を 行 い 、

必 要 に 応 じ て 安 全 計 画 の 変 更 を 行 う も の と す る 。  

（ 自 動 車 を 運 行 す る 場 合 の 所 在 の 確 認 ）  

第 8条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 事 業 所 外 で の 活
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動 、 取 組 等 の た め の 移 動 そ の 他 の 利 用 乳 幼 児 の 移 動 の た め に 自

動 車 を 運 行 す る と き は 、 利 用 乳 幼 児 の 乗 車 及 び 降 車 の 際 に 、 点

呼 そ の 他 の 利 用 乳 幼 児 の 所 在 を 確 実 に 把 握 す る こ と が で き る 方

法 に よ り 、 利 用 乳 幼 児 の 所 在 を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 送 迎 を 目 的 と し た 自

動 車 （ 運 転 者 席 及 び こ れ と 並 列 の 座 席 並 び に こ れ ら よ り 一 つ 後

方 に 備 え ら れ た 前 向 き の 座 席 以 外 の 座 席 を 有 し な い も の そ の 他

利 用 の 態 様 を 勘 案 し て こ れ と 同 程 度 に 利 用 乳 幼 児 の 見 落 と し の

お そ れ が 少 な い と 認 め ら れ る も の を 除 く 。 ） を 日 常 的 に 運 行 す

る と き は 、 当 該 自 動 車 に ブ ザ ー そ の 他 の 車 内 の 利 用 乳 幼 児 の 見

落 と し を 防 止 す る 装 置 を 備 え 、 こ れ を 用 い て 前 項 に 定 め る 所 在

の 確 認 （ 利 用 乳 幼 児 の 降 車 の 際 に 限 る 。 ） を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 の 一 般 的 条 件 ）  

第 9条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 は 、 健 全 な 心 身 を 有 し 、 豊

か な 人 間 性 と 倫 理 観 を 備 え 、 児 童 福 祉 事 業 に 熱 意 の あ る 者 で あ

っ て 、 で き る 限 り 児 童 福 祉 事 業 の 理 論 及 び 実 際 に つ い て 訓 練 を

受 け た 者 で な け れ ば な ら な い 。  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 の 知 識 及 び 技 能 の 向 上 等 ）  

第 10条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 は 、 常 に 自 己 研 さ ん に 励

み 、 法 に 定 め る 事 業 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 知 識 及 び 技

能 の 修 得 、 維 持 及 び 向 上 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 職 員 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た

め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 他 の 社 会 福 祉 施 設 等 を 併 せ て 設 置 す る と き の 設 備 及 び 職 員 の

基 準 ）  

第 11条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 は 、 他 の 社 会 福 祉 施 設 等 を 併 せ

て 設 置 す る と き は 、 そ の 行 う 乳 児 等 通 園 支 援 に 支 障 が な い 場 合

に 限 り 、 必 要 に 応 じ 当 該 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 の 設 備 及 び 職 員

の 一 部 を 併 せ て 設 置 す る 他 の 社 会 福 祉 施 設 等 の 設 備 及 び 職 員 に

兼 ね る こ と が で き る 。  

（ 利 用 乳 幼 児 を 平 等 に 取 り 扱 う 原 則 ）  

第 12条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 国 籍 、 信 条 、

社 会 的 身 分 又 は 利 用 に 要 す る 費 用 を 負 担 す る か 否 か に よ っ て 、
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差 別 的 取 扱 い を し て は な ら な い 。  

（ 虐 待 等 の 防 止 ）  

第 13条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 は 、 利 用 乳 幼 児 に 対 し 、

法 第 33条 の 10各 号 に 掲 げ る 行 為 そ の 他 当 該 利 用 乳 幼 児 の 心 身 に

有 害 な 影 響 を 与 え る 行 為 を し て は な ら な い 。  

（ 衛 生 管 理 等 ）  

第 14条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の 使 用 す る 設 備 、

食 器 等 又 は 飲 用 に 供 す る 水 に つ い て 、 衛 生 的 な 管 理 に 努 め 、 又

は 衛 生 上 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に お い て 感

染 症 又 は 食 中 毒 が 発 生 し 、 又 は ま ん 延 し な い よ う に 、 職 員 に 対

し 、 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 並

び に 感 染 症 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 訓 練 を 定 期 的 に 実

施 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

3　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に は 、 必 要 な 医 薬 品 そ の 他 の 医 療 品 を

備 え る と と も に 、 そ れ ら の 管 理 を 適 正 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

（ 食 事 ）  

第 15条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 食 事 の 提 供 を 行 う 場 合 （ 施

設 外 で 調 理 し 運 搬 す る 方 法 に よ り 行 う 場 合 を 含 む 。 ） に お い て

は 、 当 該 施 設 に お い て 行 う こ と が 必 要 な 調 理 の た め の 加 熱 、 保

存 等 の 調 理 機 能 を 有 す る 設 備 を 備 え な け れ ば な ら な い 。  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 内 部 の 規 程 ）  

第 16条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 乳 児 等 通 園 支 援

事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け

れ ば な ら な い 。  

( 1)　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針  

( 2)　 そ の 提 供 す る 乳 児 等 通 園 支 援 の 内 容  

( 3)　 職 員 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容  

( 4)　 乳 児 等 通 園 支 援 の 提 供 を 行 う 日 及 び 時 間 並 び に 行 わ な い

日  

( 5)　 保 護 者 か ら 受 領 す る 費 用 の 種 類 、 支 払 を 求 め る 理 由 及 び

そ の 額  

( 6)　 乳 児 、 幼 児 の 区 分 ご と の 利 用 定 員  

( 7)　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 利 用 の 開 始 、 終 了 に 関 す る 事 項 及
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び 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

( 8)　 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法  

( 9)　 非 常 災 害 対 策  

( 10)　 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項  

( 11)　 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 運 営

に 関 す る 重 要 事 項  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に 備 え る 帳 簿 ）  

第 17条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に は 、 職 員 、 財 産 、 収 支 及 び 利

用 乳 幼 児 の 処 遇 の 状 況 を 明 ら か に す る 帳 簿 を 整 備 し て お か な け

れ ば な ら な い 。  

（ 秘 密 保 持 等 ）  

第 18条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 の 職 員 は 、 正 当 な 理 由 が な く 、

そ の 業 務 上 知 り 得 た 利 用 乳 幼 児 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら し て

は な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 職 員 で あ っ た 者 が 、 正 当 な 理 由 が

な く 、 そ の 業 務 上 知 り 得 た 利 用 乳 幼 児 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏

ら す こ と が な い よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

（ 苦 情 へ の 対 応 ）  

第 19条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 そ の 行 っ た 乳 児 等 通 園 支 援

に 関 す る 利 用 乳 幼 児 又 は そ の 保 護 者 等 か ら の 苦 情 に 迅 速 か つ 適

切 に 対 応 す る た め に 、 苦 情 を 受 け 付 け る た め の 窓 口 を 設 置 す る

等 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 は 、 そ の 行 っ た 乳 児 等 通 園 支 援 に 関 し 、

市 か ら の 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 指 導 又 は 助 言 に 従

っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

第 2章 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業  

第 1節 　 通 則  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 区 分 ）  

第 20条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 は 、 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 及

び 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 と す る 。  

2　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 と は 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 で あ っ

て 次 項 に 定 め る も の に 該 当 し な い も の を い う 。  

3　 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 と は 、 保 育 所 （ 子 ど も ・ 子 育

て 支 援 法 （ 平 成 24年 法 律 第 65号 法 律 第 65号 ） 第 7条 第 4項 に 規 定
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す る 保 育 所 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 認 定 こ ど も 園 （ 就 学 前 の 子

ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律

（ 平 成 18年 法 律 第 77号 。 第 25条 第 2号 に お い て 「 認 定 こ ど も 園

法 」 と い う 。 ） 第 2条 第 6項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 を い い 、 保

育 所 で あ る も の を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 家 庭 的 保 育 事 業 等

（ 法 第 24条 第 2項 に 規 定 す る 家 庭 的 保 育 事 業 等 を い い 、 居 宅 訪

問 型 保 育 事 業 （ 法 第 6条 の 3第 11項 に 規 定 す る 居 宅 訪 問 型 保 育 事

業 を い う 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 行 う 事 業 所 に お い て 、 当

該 施 設 又 は 事 業 を 利 用 す る 児 童 の 数 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 利

用 児 童 数 」 と い う 。 ） が そ の 施 設 又 は 事 業 に 係 る 利 用 定 員 の 総

数 に 満 た な い 場 合 で あ っ て 、 当 該 利 用 定 員 の 総 数 か ら 当 該 利 用

児 童 数 を 除 い た 数 以 下 の 数 の 乳 幼 児 を 対 象 と し て 行 う 乳 児 等 通

園 支 援 事 業 を い う 。  

第 2節 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業  

（ 設 備 の 基 準 ）  

第 21条 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 一 般

型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） の 設 備 の 基 準 は 、 次 の と

お り と す る 。  

( 1)　 乳 児 又 は 満 2歳 に 満 た な い 幼 児 を 利 用 さ せ る 一 般 型 乳 児 等

通 園 支 援 事 業 所 に は 、 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 及 び 便 所 を 設 け る

こ と 。  

( 2)　 乳 児 室 の 面 積 は 、 乳 児 又 は 前 号 の 幼 児 1人 に つ き 1.65平 方

メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

( 3)　 ほ ふ く 室 の 面 積 は 、 乳 児 又 は 第 1号 の 幼 児 1人 に つ き 3.3平

方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

( 4)　 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 に は 、 乳 児 等 通 園 支 援 の 提 供 に 必 要

な 用 具 を 備 え る こ と 。  

( 5)　 満 2歳 以 上 の 幼 児 を 利 用 さ せ る 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業

所 に は 、 保 育 室 又 は 遊 戯 室 及 び 便 所 を 設 け る こ と 。  

( 6)　 保 育 室 又 は 遊 戯 室 の 面 積 は 、 前 号 の 幼 児 1人 に つ き 1.98平

方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

( 7)　 保 育 室 又 は 遊 戯 室 に は 、 乳 児 等 通 園 支 援 の 提 供 に 必 要 な

用 具 を 備 え る こ と 。  

( 8)　 乳 児 室 、 ほ ふ く 室 、 保 育 室 又 は 遊 戯 室 （ 以 下 「 保 育 室
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等 」 と い う 。 ） を 2階 に 設 け る 建 物 は 、 次 の ア 、 イ 及 び カ の

要 件 に 、 保 育 室 等 を 3階 以 上 に 設 け る 建 物 は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 要 件 に 該 当 す る も の で あ る こ と 。  

ア 　 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25年 法 律 第 201号 ） 第 2条 第 9号 の 2に 規

定 す る 耐 火 建 築 物 又 は 同 条 第 9号 の 3に 規 定 す る 準 耐 火 建 築

物 で あ る こ と 。  

イ 　 保 育 室 等 が 設 け ら れ て い る 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 階 に 応

じ 、 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 区 分 ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄

に 掲 げ る 施 設 又 は 設 備 が 1以 上 設 け ら れ て い る こ と 。  

 
階 区 分 施 設 又 は 設 備

 
2階 常 用 1　 屋 内 階 段  

2　 屋 外 階 段

 
避 難 用 1　 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 25年 政 令 第

338号 ） 第 123条 第 1項 各 号 又 は 同 条 第 3

項 各 号 に 規 定 す る 構 造 の 屋 内 階 段  

2　 待 避 上 有 効 な バ ル コ ニ ー  

3　 建 築 基 準 法 第 2条 第 7号 の 2に 規 定 す る

準 耐 火 構 造 の 屋 外 傾 斜 路 又 は こ れ に 準

ず る 設 備  

4　 屋 外 階 段

 
3階 常 用 1　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 1項 各 号

又 は 同 条 第 3項 各 号 に 規 定 す る 構 造 の 屋

内 階 段  

2　 屋 外 階 段

 
避 難 用 1　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 1項 各 号

又 は 同 条 第 3項 各 号 に 規 定 す る 構 造 の 屋

内 階 段  

2　 建 築 基 準 法 第 2条 第 7号 に 規 定 す る 耐

火 構 造 の 屋 外 傾 斜 路 又 は こ れ に 準 ず る

設 備  

3　 屋 外 階 段

-13-



ウ 　 イ に 掲 げ る 施 設 及 び 設 備 が 避 難 上 有 効 な 位 置 に 設 け ら れ 、

か つ 、 保 育 室 等 の 各 部 分 か ら そ の 一 に 至 る 歩 行 距 離 が 30メ

ー ト ル 以 下 と な る よ う に 設 け ら れ て い る こ と 。  

エ 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に 調 理 設 備 （ 次 に 掲 げ る 要

件 の い ず れ か に 該 当 す る も の を 除 く 。 以 下 こ の エ に お い て

同 じ 。 ） を 設 け る 場 合 に は 、 当 該 調 理 設 備 以 外 の 部 分 と 一

般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 の 調 理 設 備 の 部 分 が 建 築 基 準 法

第 2条 第 7号 に 規 定 す る 耐 火 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 建 築 基

準 法 施 行 令 第 112条 第 1項 に 規 定 す る 特 定 防 火 設 備 で 区 画 さ

れ て い る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 換 気 、 暖 房 又 は 冷 房 の

設 備 の 風 道 が 、 当 該 床 若 し く は 壁 を 貫 通 す る 部 分 又 は こ れ

 
4 階

以 上

の 階

常 用 1　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 1項 各 号

又 は 同 条 第 3項 各 号 に 規 定 す る 構 造 の 屋

内 階 段  

2　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 2項 各 号

に 規 定 す る 構 造 の 屋 外 階 段

 
避 難 用 1　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 1項 各 号

又 は 同 条 第 3項 各 号 に 規 定 す る 構 造 の 屋

内 階 段 （ 同 条 第 1項 各 号 に 規 定 す る 構 造

の 屋 内 階 段 に つ い て は 、 当 該 屋 内 階 段

の 構 造 は 、 建 築 物 の 1階 か ら 保 育 室 等 が

設 け ら れ て い る 階 ま で の 部 分 に 限 り 、

屋 内 と 階 段 室 と は 、 バ ル コ ニ ー 又 は 付

室 （ 階 段 室 が 同 条 第 3項 第 2号 に 規 定 す

る 構 造 を 有 す る 場 合 を 除 き 、 同 号 に 規

定 す る 構 造 を 有 す る も の に 限 る 。 ） を

通 じ て 連 絡 す る こ と と し 、 か つ 、 同 条

第 3項 第 3号 、 第 4号 及 び 第 10号 を 満 た す

も の と す る 。 ）  

2　 建 築 基 準 法 第 2条 第 7号 に 規 定 す る 耐

火 構 造 の 屋 外 傾 斜 路  

3　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 123条 第 2項 各 号

に 規 定 す る 構 造 の 屋 外 階 段
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に 近 接 す る 部 分 に 防 火 上 有 効 に ダ ン パ ー が 設 け ら れ て い る

こ と 。  

( ｱ )　 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 そ の 他 こ れ に 類 す る も の で 自 動 式

の も の が 設 け ら れ て い る こ と 。  

( ｲ )　 調 理 用 器 具 の 種 類 に 応 じ て 有 効 な 自 動 消 火 装 置 が 設 け

ら れ 、 か つ 、 当 該 調 理 設 備 の 外 部 へ の 延 焼 を 防 止 す る た め

に 必 要 な 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と 。  

オ 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 の 壁 及 び 天 井 の 室 内 に 面 す

る 部 分 の 仕 上 げ を 不 燃 材 料 で し て い る こ と 。  

カ 　 保 育 室 等 そ の 他 乳 幼 児 が 出 入 し 、 又 は 通 行 す る 場 所 に 、

乳 幼 児 の 転 落 事 故 を 防 止 す る 設 備 が 設 け ら れ て い る こ と 。  

キ 　 非 常 警 報 器 具 又 は 非 常 警 報 設 備 及 び 消 防 機 関 へ 火 災 を 通

報 す る 設 備 が 設 け ら れ て い る こ と 。  

ク 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 の カ ー テ ン 、 敷 物 、 建 具 等

で 可 燃 性 の も の に つ い て 防 炎 処 理 が 施 さ れ て い る こ と 。  

（ 職 員 ）  

第 22条 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 に は 、 保 育 士 （ 法 第 18条

の 4に 規 定 す る 保 育 士 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） そ

の 他 乳 児 等 通 園 支 援 に 従 事 す る 職 員 と し て 市 長 が 行 う 研 修 （ 市

長 が 指 定 す る 都 道 府 県 知 事 そ の 他 の 機 関 が 行 う 研 修 を 含 む 。 ）

を 修 了 し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 乳 児 等 通 園 支 援 従 事 者 」

と い う 。 ） を 置 か な け れ ば な ら な い 。  

2　 乳 児 等 通 園 支 援 従 事 者 の 数 は 、 乳 児 お お む ね 3人 に つ き 1人 以

上 、 満 1歳 以 上 満 3歳 未 満 の 幼 児 お お む ね 6人 に つ き 1人 以 上 と し 、

そ の う ち 半 数 以 上 は 保 育 士 と す る 。 た だ し 、 一 般 型 乳 児 等 通 園

支 援 事 業 所 一 に つ き 2人 を 下 る こ と は で き な い 。  

3　 第 1項 に 規 定 す る 乳 児 等 通 園 支 援 従 事 者 は 、 専 ら 当 該 一 般 型

乳 児 等 通 園 支 援 事 業 に 従 事 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 専 ら 当 該 一 般 型 乳

児 等 通 園 支 援 事 業 に 従 事 す る 職 員 を 1人 と す る こ と が で き る 。  

( 1)　 当 該 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 と 保 育 所 、 幼 稚 園 （ 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 法 第 7条 第 4項 に 規 定 す る 幼 稚 園 を い う 。 ） 、

認 定 こ ど も 園 そ の 他 の 施 設 又 は 事 業 （ 以 下 「 保 育 所 等 」 と い

う 。 ） と が 一 体 的 に 運 営 さ れ て い る 場 合 で あ っ て 、 当 該 一 般
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型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う に 当 た っ て 当 該 保 育 所 等 の 職 員

（ 保 育 そ の 他 の 子 育 て 支 援 に 従 事 す る 職 員 に 限 る 。 ） に よ る

支 援 を 受 け る こ と が で き 、 か つ 、 専 ら 当 該 一 般 型 乳 児 等 通 園

支 援 事 業 に 従 事 す る 職 員 が 保 育 士 で あ る 場 合  

( 2)　 当 該 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 利 用 し て い る 乳 幼 児 の

人 数 が 3人 以 下 で あ る 場 合 で あ っ て 、 保 育 所 等 を 利 用 し て い

る 乳 幼 児 の 保 育 が 現 に 行 わ れ て い る 乳 児 室 、 ほ ふ く 室 、 保 育

室 又 は 遊 戯 室 に お い て 当 該 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 が 実 施

さ れ 、 か つ 、 当 該 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う に 当 た っ

て 当 該 保 育 所 等 の 保 育 士 に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 場

合  

（ 乳 児 等 通 園 支 援 の 内 容 ）  

第 23条 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 に お け る 乳 児 等 通 園 支 援 は 、

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 23年 厚 生 省 令

第 63号 ） 第 35条 に 規 定 す る 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 指 針 に 準 じ 、

乳 児 等 通 園 支 援 事 業 の 特 性 に 留 意 し て 、 利 用 乳 幼 児 及 び そ の 保

護 者 の 心 身 の 状 況 等 に 応 じ て 提 供 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

（ 保 護 者 と の 連 絡 ）  

第 24条 　 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う 者 は 、 利 用 乳 幼 児 の

保 護 者 と 密 接 な 連 絡 を と り 、 乳 児 等 通 園 支 援 の 内 容 等 に つ き 、

そ の 保 護 者 の 理 解 及 び 協 力 を 得 る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

第 3節 　 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業  

（ 設 備 及 び 職 員 の 基 準 ）  

第 25 条 　 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下

「 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） の 設 備 及 び 職

員 の 基 準 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 施 設 又 は 事 業 所 の 区 分 に 応 じ 、

当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

( 1)　 保 育 所 　 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 保

育 所 に 係 る も の に 限 る 。 ）  

( 2)　 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 　 認 定 こ ど

も 園 法 第 3条 第 2項 に 規 定 す る 主 務 大 臣 が 定 め る 施 設 の 設 備 及

び 運 営 に 関 す る 基 準  

( 3)　 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 　 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学

級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 26年 内 閣
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府 ・ 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省 令 第 1号 ）  

( 4)　 家 庭 的 保 育 事 業 等 を 行 う 事 業 所 　 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設

備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 26年 厚 生 労 働 省 令 第 61号 ）

（ 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 に 係 る も の を 除 く 。 ）  

（ 準 用 ）  

第 26条 　 第 23条 及 び 第 24条 の 規 定 は 、 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支

援 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 23条 中 「 一 般

型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 」 と あ る の は 「 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支

援 事 業 」 と し 、 第 24条 中 「 一 般 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う

者 」 と あ る の は 「 余 裕 活 用 型 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 を 行 う 者 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。  

第 3章 　 雑 則  

（ 電 磁 的 記 録 ）  

第 27条 　 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者 及 び そ の 職 員 は 、 記 録 、 作 成 そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち 、 こ の 条 例 の 規 定 に お い て 書 面

（ 書 面 、 書 類 、 文 書 、 謄 本 、 抄 本 、 正 本 、 副 本 、 複 本 そ の 他 文

字 、 図 形 等 人 の 知 覚 に よ っ て 認 識 す る こ と が で き る 情 報 が 記 載

さ れ た 紙 そ の 他 の 有 体 物 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ）

で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る 又 は 想 定 さ れ る も の に つ い て は 、

書 面 に 代 え て 、 当 該 書 面 に 係 る 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気

的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式

で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供

さ れ る も の を い う 。 ） に よ り 行 う こ と が で き る 。  

附 　 則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議 案 第 3号  

 

 

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の

利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定

個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て  

 

 

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に

関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。  

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の

利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定

個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に

関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に

関 す る 条 例 （ 平 成 27年 さ く ら 市 条 例 第 36号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

別 表 中 「 進 学 準 備 給 付 金 」 を 「 進 学 ・ 就 職 準 備 給 付 金 」 に 改 め

る 。  

附 　 則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議 案 第 4号  

 

 

さ く ら 市 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て  

 

 

さ く ら 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。  

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

さ く ら 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

さ く ら 市 税 条 例 （ 平 成 17年 さ く ら 市 条 例 第 62号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

第 18条 中 「 公 示 送 達 は 、 」 の 次 に 「 公 示 事 項 （ 同 条 第 2項 に 規

定 す る 公 示 事 項 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 地 方 税

法 施 行 規 則 （ 昭 和 29年 総 理 府 令 第 23号 。 以 下 「 施 行 規 則 」 と い

う 。 ） 第 1条 の 8第 1項 に 規 定 す る 方 法 に よ り 不 特 定 多 数 の 者 が 閲

覧 す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と る と と も に 、 公 示 事 項

が 記 載 さ れ た 書 面 を 」 を 加 え 、 「 掲 示 し て 行 う 」 を 「 掲 示 し 、

又 は 公 示 事 項 を 市 の 事 務 所 に 設 置 し た 電 子 計 算 機 の 映 像 面 に 表

示 し た も の の 閲 覧 を す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と る こ

と に よ っ て す る 」 に 改 め る 。  

第 18条 の 3中 「 地 方 税 法 施 行 規 則 （ 昭 和 29年 総 理 府 令 第 23号 。

以 下 「 施 行 規 則 」 と い う 。 ） 」 を 「 施 行 規 則 」 に 改 め る 。  

第 34条 の 2中 「 又 は 扶 養 控 除 額 」 を 「 、 扶 養 控 除 額 又 は 特 定 親

族 特 別 控 除 額 」 に 改 め る 。  
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第 36条 の 2第 1項 た だ し 書 中 「 若 し く は 法 第 314条 の 2第 4項 」 を

「 、 法 第 314条 の 2第 4項 」 に 改 め 、 「 扶 養 控 除 額 」 の 次 に 「 若 し

く は 特 定 親 族 特 別 控 除 額 （ 特 定 親 族 （ 同 条 第 1項 第 12号 に 規 定 す

る 特 定 親 族 を い う 。 第 36条 の 3の 2第 1項 第 3号 及 び 第 36条 の 3の 3

第 1項 に お い て 同 じ 。 ） （ 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が 85万 円 以 下 で あ

る も の に 限 る 。 ） に 係 る も の を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 36条 の 3の 2第 1項 第 3号 中 「 扶 養 親 族 」 の 次 に 「 又 は 特 定 親

族 」 を 加 え る 。  

第 36条 の 3の 3第 1項 中 「 者 に 限 る 。 ） 」 の 次 に 「 若 し く は 特 定

親 族 （ 退 職 手 当 等 に 係 る 所 得 を 有 す る 者 で あ っ て 、 合 計 所 得 金

額 が 85万 円 以 下 で あ る も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 3号 中

「 扶 養 親 族 」 の 次 に 「 又 は 特 定 親 族 」 を 加 え る 。  

附 則 第 16条 の 2の 次 に 次 の 1条 を 加 え る 。  

（ 加 熱 式 た ば こ に 係 る た ば こ 税 の 課 税 標 準 の 特 例 ）  

第 16条 の 2の 2　 令 和 8年 4月 1日 以 後 に 第 92条 の 2第 1項 の 売 渡 し 又

は 同 条 第 2項 の 売 渡 し 若 し く は 消 費 等 （ 次 項 に お い て 「 売 渡 し

等 」 と い う 。 ） が 行 わ れ た 加 熱 式 た ば こ （ 第 92条 第 1号 オ に 掲

げ る 加 熱 式 た ば こ を い い 、 第 93条 の 2の 規 定 に よ り 製 造 た ば こ

と み な さ れ る も の を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る

第 94条 第 1項 の 製 造 た ば こ の 本 数 は 、 同 条 第 3項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 当 分 の 間 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定

め る 方 法 に よ り 換 算 し た 紙 巻 た ば こ （ 第 92条 第 1号 ア に 掲 げ る

紙 巻 た ば こ を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 本

数 に よ る も の と す る 。  

( 1)　 葉 た ば こ （ た ば こ 事 業 法 第 2条 第 2号 に 規 定 す る 葉 た ば こ

を い う 。 ） を 原 料 の 全 部 又 は 一 部 と し た も の を 紙 そ の 他 こ れ

に 類 す る 材 料 の も の で 巻 い た 加 熱 式 た ば こ （ 当 該 葉 た ば こ を

原 料 の 全 部 又 は 一 部 と し た も の を 施 行 規 則 附 則 第 8条 の 4の 2

に 規 定 す る と こ ろ に よ り 直 接 加 熱 す る こ と に よ っ て 喫 煙 の 用

に 供 さ れ る も の に 限 る 。 ） 　 当 該 加 熱 式 た ば こ の 重 量 （ フ ィ

ル タ ー そ の 他 の 施 行 規 則 附 則 第 8条 の 4の 3に 規 定 す る も の に

係 る 部 分 の 重 量 を 除 く 。 以 下 こ の 項 か ら 第 3項 ま で に お い て

同 じ 。 ） の 0.3 5グ ラ ム を も っ て 紙 巻 た ば こ の 1本 に 換 算 す る

方 法 。 た だ し 、 当 該 加 熱 式 た ば こ の 1本 当 た り の 重 量 が 0.35
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グ ラ ム 未 満 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 加 熱 式 た ば こ の 1本

を も っ て 紙 巻 た ば こ の 1本 に 換 算 す る 方 法  

( 2)　 前 号 に 掲 げ る も の 以 外 の 加 熱 式 た ば こ 　 当 該 加 熱 式 た ば

こ の 重 量 の 0.2グ ラ ム を も っ て 紙 巻 た ば こ の 1本 に 換 算 す る 方

法 。 た だ し 、 当 該 加 熱 式 た ば こ の 品 目 ご と の 1個 当 た り の 重

量 が 4グ ラ ム 未 満 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 加 熱 式 た ば こ

の 品 目 ご と の 1個 を も っ て 紙 巻 た ば こ の 20本 に 換 算 す る 方 法  

2　 前 項 の 規 定 に よ り 加 熱 式 た ば こ の う ち 同 項 第 1号 た だ し 書 の

規 定 の 適 用 を 受 け る も の 及 び 同 項 第 2号 た だ し 書 の 規 定 の 適 用

を 受 け る も の 以 外 の も の の 重 量 を 紙 巻 た ば こ の 本 数 に 換 算 す る

場 合 に お け る 計 算 は 、 売 渡 し 等 が 行 わ れ た 加 熱 式 た ば こ の 品 目

ご と の 1個 当 た り の 重 量 に 当 該 加 熱 式 た ば こ の 品 目 ご と の 数 量

を 乗 じ て 得 た 重 量 を 同 項 各 号 に 掲 げ る 区 分 ご と に 合 計 し 、 そ の

合 計 重 量 を 紙 巻 た ば こ の 本 数 に 換 算 す る 方 法 に よ り 行 う も の と

す る 。  

3　 前 項 の 計 算 に 関 し 、 同 項 の 加 熱 式 た ば こ の 品 目 ご と の 1個 当

た り の 重 量 に 0.1グ ラ ム 未 満 の 端 数 が あ る 場 合 に は 、 そ の 端 数

を 切 り 捨 て る も の と す る 。  

4　 第 1項 第 2号 に 掲 げ る 加 熱 式 た ば こ （ 第 93条 の 2の 規 定 に よ り

製 造 た ば こ と み な さ れ る も の に 限 る 。 ） の う ち 、 次 に 掲 げ る も

の に つ い て は 、 同 号 た だ し 書 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

( 1)　 第 1項 第 1号 に 掲 げ る 加 熱 式 た ば こ と 併 せ て 喫 煙 の 用 に 供

さ れ る も の  

( 2)　 第 1項 第 2号 に 掲 げ る 加 熱 式 た ば こ （ 第 93条 の 2の 規 定 に よ

り 製 造 た ば こ と み な さ れ る も の を 除 く 。 ） と 併 せ て 喫 煙 の 用

に 供 さ れ る 加 熱 式 た ば こ （ 同 条 の 規 定 に よ り 製 造 た ば こ と み

な さ れ る も の に 限 る 。 ） で あ っ て 当 該 加 熱 式 た ば こ の み の 品

目 の も の  

附 　 則  

（ 施 行 期 日 ）  

第 1条 　 こ の 条 例 は 、 令 和 8年 1月 1日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

(1)　 附 則 第 16条 の 2の 次 に 1条 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 附 則 第 4条

の 規 定 　 令 和 8年 4月 1日  
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(2)　 第 18条 及 び 第 18条 の 3の 改 正 規 定 並 び に 次 条 の 規 定 　 地 方

税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 5年 法 律 第 1号 ） 附 則 第 1

条 第 12号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日  

（ 公 示 送 達 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 2条 　 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の さ く ら 市 税 条 例 （ 以 下 「 新 条

例 」 と い う 。 ） 第 18条 の 規 定 は 、 前 条 第 2号 に 掲 げ る 規 定 の 施

行 の 日 以 後 に す る 公 示 送 達 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に し た 公 示

送 達 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 市 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 3条 　 新 条 例 第 34条 の 2及 び 第 36条 の 2第 1項 た だ し 書 の 規 定 は 、

令 和 8年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 市 民 税 に つ い て 適 用 し 、 令 和 7

年 度 分 ま で の 個 人 の 市 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

2　 令 和 8年 度 分 の 個 人 の 市 民 税 に 係 る 申 告 書 の 提 出 に 係 る 新 条

例 第 36条 の 2第 1項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 た だ し 書 中

「 特 定 親 族 特 別 控 除 額 （ 特 定 親 族 （ 同 条 第 1項 第 12号 に 規 定 す

る 特 定 親 族 を い う 。 第 36条 の 3の 2第 1項 第 3号 及 び 第 36条 の 3の 3

第 1項 に お い て 同 じ 。 ） （ 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が 85万 円 以 下 で

あ る も の に 限 る 。 ） に 係 る も の を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 、 「 特

定 親 族 特 別 控 除 額 」 と す る 。  

3　 新 条 例 第 36条 の 3の 2第 1項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日

（ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 支 払 を 受 け る べ き 新 条 例 第

36条 の 2第 1項 た だ し 書 に 規 定 す る 給 与 に つ い て 提 出 す る 新 条 例

第 36条 の 3の 2第 1項 及 び 第 3項 の 規 定 に よ る 申 告 書 に つ い て 適 用

し 、 施 行 日 前 に 支 払 を 受 け る べ き こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の さ く

ら 市 税 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 36条 の 2第 1項 た だ し

書 に 規 定 す る 給 与 に つ い て 提 出 し た 旧 条 例 第 36条 の 3の 2第 1項

及 び 第 3項 の 規 定 に よ る 申 告 書 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。  

4　 新 条 例 第 36条 の 3の 3第 1項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 支 払 を 受

け る べ き 所 得 税 法 （ 昭 和 40年 法 律 第 33号 ） 第 203条 の 6第 1項 に

規 定 す る 公 的 年 金 等 （ 同 法 第 203条 の 7の 規 定 の 適 用 を 受 け る も

の を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 公 的 年 金 等 」 と い う 。 ） に つ

い て 提 出 す る 新 条 例 第 36条 の 3の 3第 1項 の 規 定 に よ る 申 告 書 に

つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 支 払 を 受 け る べ き 公 的 年 金 等 に つ い
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て 提 出 し た 旧 条 例 第 36条 の 3の 3第 1項 の 規 定 に よ る 申 告 書 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 市 た ば こ 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 4条 　 次 項 に 定 め る も の を 除 き 、 附 則 第 1条 第 1号 に 掲 げ る 規 定

の 施 行 の 日 前 に 課 し た 、 又 は 課 す べ き で あ っ た 加 熱 式 た ば こ

（ 新 条 例 附 則 第 16条 の 2の 2第 1項 に 規 定 す る 加 熱 式 た ば こ を い

う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 市 た ば こ 税 に つ い て は 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。  

2　 令 和 8年 4月 1日 か ら 同 年 9月 30日 ま で の 間 に 、 さ く ら 市 税 条 例

第 92条 の 2第 1項 の 売 渡 し 又 は 同 条 第 2項 の 売 渡 し 若 し く は 消 費

等 が 行 わ れ た 加 熱 式 た ば こ に 係 る 同 条 例 第 94条 第 1項 の 製 造 た

ば こ の 本 数 は 、 同 条 第 3項 及 び 新 条 例 附 則 第 16条 の 2の 2の 規 定

に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 製 造 た ば こ の 本 数 の 合 計 数 に よ る も

の と す る 。  

(1)　 さ く ら 市 税 条 例 第 94条 第 3項 の 規 定 に よ り 換 算 し た 紙 巻 た

ば こ （ 新 条 例 附 則 第 16条 の 2の 2第 1項 に 規 定 す る 紙 巻 た ば こ

を い う 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） の 本 数 に 0.5を 乗 じ て 計 算 し

た 製 造 た ば こ の 本 数  

(2)　 新 条 例 附 則 第 16条 の 2の 2の 規 定 に よ り 換 算 し た 紙 巻 た ば

こ の 本 数 に 0.5を 乗 じ て 計 算 し た 製 造 た ば こ の 本 数  

3　 前 項 各 号 に 掲 げ る 製 造 た ば こ の 本 数 に 1本 未 満 の 端 数 が あ る

場 合 に は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る も の と す る 。
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議 案 第 5号  

 

 

さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害

の 発 生 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て  

 

 

さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害 の 発 生 の

防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。  

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資 　 　 　  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害

の 発 生 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害 の 発 生 の

防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17年 さ く ら 市 条 例 第 130号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

目 次 中 「 第 21条 の 3」 を 「 第 20条 の 2」 に 、 「 第 22条 ― 第 24条 」

を 「 第 21条 ― 第 22条 」 に 、 「 第 25条 ― 第 28条 」 を 「 第 23条 ― 第 26

条 」 に 改 め る 。  

第 1条 中 「 栃 木 県 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害

の 発 生 の 防 止 に 関 す る 条 例 」 を 「 栃 木 県 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ

る 土 壌 の 汚 染 の 防 止 に 関 す る 条 例 」 に 改 め る 。  

第 2条 に 次 の 1号 を 加 え る 。  

( 3)　 市 小 規 模 特 定 事 業 　 小 規 模 特 定 事 業 の う ち 、 当 該 土 砂 等

の 埋 立 て 等 に 供 す る 区 域 の 面 積 が 500平 方 メ ー ト ル 以 下 で あ

-24-



る も の を い う 。  

第 3条 中 「 汚 染 及 び 」 の 次 に 「 市 小 規 模 特 定 事 業 に よ る 」 を 加

え る 。  

第 3条 の 2第 1項 中 「 事 業 に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 」 の 次 に 「 市 小

規 模 特 定 事 業 に よ る 」 を 加 え る 。  

第 3条 の 3中 「 及 び 」 の 次 に 「 市 小 規 模 特 定 事 業 に よ る 」 を 加 え

る 。  

第 4条 中 第 3項 を 第 5項 と し 、 第 2項 を 第 4項 と し 、 第 1項 を 第 3項

と し 、 同 条 に 第 1項 及 び 第 2項 と し て 次 の 2項 を 加 え る 。  

小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ る 土 砂 等 に は 改 良 土 （ 土 砂 （ 泥 土

を 含 む 。 ） 又 は 建 設 汚 泥 に セ メ ン ト 又 は 石 灰 を 混 合 し 、 化 学 的

に 安 定 処 理 し た も の を い う 。 ） を 使 用 し て は な ら な い 。  

2　 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ る 土 砂 等 は 、 発 生 場 所 が 栃 木 県 内

で あ っ て 、 当 該 発 生 場 所 か ら 直 接 に 搬 入 さ れ る も の で な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、

こ の 限 り で な い 。  

第 5条 の 見 出 し 中 「 崩 落 等 の 防 止 措 置 等 」 を 「 市 小 規 模 特 定 事

業 に 係 る 崩 落 等 の 防 止 措 置 等 」 に 改 め 、 同 条 第 1項 及 び 第 2項 中

「 小 規 模 特 定 事 業 」 を 「 市 小 規 模 特 定 事 業 」 に 改 め る 。  

第 6条 の 見 出 し 中 「 許 可 」 を 「 届 出 」 に 改 め 、 同 条 中 「 あ ら か

じ め 、 市 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 」 を 「 当 該 小 規 模

特 定 事 業 を 開 始 す る 日 の 14日 前 ま で に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 当 該 小 規 模 特 定 事 業 の 計 画 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら

な い 。 」 に 改 め る 。  

第 6条 の 2を 削 る 。  

第 7条 か ら 第 9条 ま で を 削 る 。  

第 6条 の 3中 「 第 6条 」 を 「 前 条 」 に 、 「 第 10条 」 を 「 次 条 」 に 、

「 許 可 の 申 請 」 を 「 届 出 」 に 改 め 、 同 条 を 第 7条 と す る 。  

第 10条 の 見 出 し 中 「 許 可 等 」 を 「 届 出 」 に 改 め 、 同 条 第 1項 中

「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 第 7条 第 1項 各 号 又 は 第 2項 各 号 に

掲 げ る 事 項 」 を 「 第 6条 の 届 出 を し た 者 （ 以 下 「 第 6条 届 出 者 」

と い う 。 ） は 、 当 該 届 出 に 係 る 小 規 模 特 定 事 業 の 計 画 」 に 、

「 市 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 」 を 「 あ ら か じ め 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な
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い 」 に 改 め 、 同 項 後 段 を 削 り 、 同 条 第 2項 及 び 第 3項 を 削 り 、 同

条 第 4項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 第 1項 」 を 「 前 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 2項 と し 、 同 条 第 5項

を 削 り 、 同 条 を 第 8条 と す る 。  

第 11条 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 「 ど う か 」 を 削 り 、 同 条

を 第 9条 と す る 。  

第 12条 第 1項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 当 該 許 可 」 を 「 第

6条 届 出 者 は 、 当 該 届 出 」 に 、 「 採 取 場 所 ご と に 次 に 掲 げ る 事 項

を 記 載 し た 」 を 「 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 」 に 改 め 、 同 項

各 号 を 削 り 、 同 条 第 2項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条

届 出 者 」 に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 同 条 を 第 10

条 と す る 。  

第 13条 の 見 出 し 中 「 水 質 検 査 」 を 「 定 期 検 査 の 報 告 」 に 改 め 、

同 条 第 1項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 、 「 を 行 わ な け れ ば 」 を 「 又 は

当 該 小 規 模 特 定 事 業 区 域 の 土 壌 の 地 質 検 査 を 行 い 、 そ の 結 果 を

市 長 に 報 告 し な け れ ば 」 に 改 め 、 同 項 た だ し 書 中 「 気 象 条 件 そ

の 他 の や む を 得 な い 事 由 に よ り 当 該 水 質 検 査 を 行 う こ と が で き

な い と き は 、 当 該 小 規 模 特 定 事 業 区 域 の 土 壌 に つ い て の 地 質 検

査 を 行 う こ と に よ っ て 、 当 該 水 質 検 査 に 代 え る こ と が で き

る 。 」 を 「 当 該 水 質 検 査 を 行 う 必 要 が な い と 市 長 が 認 め た と き

は 、 こ れ を 省 略 す る こ と が で き る 。 」 に 改 め 、 同 条 第 2項 及 び 第

3項 を 削 り 、 同 条 第 4項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条

届 出 者 」 に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 前 項 の 規 定 に よ る も の の ほ か 、

当 該 届 出 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 2項 と し 、 同 条 を 第 11条 と す る 。 

第 13条 の 2中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 当 該 許 可 の 内 容 を 当 該 小 規 模 特 定 事 業 場 」 を 「 当 該 小 規 模 特

定 事 業 区 域 及 び 小 規 模 特 定 事 業 に 供 す る 施 設 （ 以 下 「 小 規 模 特

定 事 業 場 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 「 者 に 」 の 次 に 「 対 し 、 当 該

届 出 に 係 る 小 規 模 特 定 事 業 の 計 画 を 」 を 加 え 、 同 条 を 第 11条 の 2

と す る 。  

第 14条 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 第 12条 第 1項 」 を 「 第 10条 第 1項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 12条 と す
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る 。  

第 15条 第 1項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」

に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 同 条 第 2項 中 「 第 6条

の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当

該 届 出 」 に 改 め 、 「 区 域 と 」 の 次 に 「 当 該 」 を 加 え 、 同 条 を 第 13

条 と す る 。  

第 15条 の 2中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 同 条 を 第 13条 の 2と す る 。  

第 16条 の 見 出 し 中 「 等 」 を 削 り 、 同 条 第 1項 中 「 第 6条 の 許 可 を

受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」

に 改 め 、 同 条 第 2項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

2　 前 項 の 届 出 を し た 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 届

出 に 係 る 小 規 模 特 定 事 業 区 域 か ら 当 該 小 規 模 特 定 事 業 区 域 以 外

の 地 域 へ 排 出 さ れ る 水 の 水 質 検 査 又 は 当 該 小 規 模 特 定 事 業 区 域

の 土 壌 の 地 質 検 査 を 行 い 、 そ の 結 果 を 市 長 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。 た だ し 、 当 該 水 質 検 査 又 は 当 該 地 質 検 査 を 行 う 必 要 が

な い と 市 長 が 認 め た と き は 、 こ れ を 省 略 す る こ と が で き る 。  

第 16条 第 3項 を 削 り 、 同 条 を 第 14条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の 1条 を

加 え る 。  

（ 市 小 規 模 特 定 事 業 の 完 了 等 ）  

第 15条 　 市 長 は 、 前 条 の 届 出 が 市 小 規 模 特 定 事 業 に 該 当 す る と

き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 届 出 に 係 る 小 規 模 特 定 事

業 区 域 が 第 6条 の 届 出 の 内 容 に 適 合 し て い る か に つ い て 確 認 し 、

そ の 結 果 を 当 該 届 出 を し た 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

2　 前 項 の 規 定 に よ り 、 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害

の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 が 講 じ ら れ て い な い 旨 の 通

知 を 受 け た 者 は 、 前 条 第 1項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 市 小 規 模

特 定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害

の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

第 17条 第 1項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」

に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 「 及 び 当 該 小 規 模 特

定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害 の

発 生 」 を 削 り 、 同 条 第 2項 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6

条 届 出 者 」 に 、 「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 改 め 、 同 条 第 3項
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を 次 の よ う に 改 め る 。  

3　 第 14条 第 2項 の 規 定 は 、 前 項 の 届 出 に つ い て 準 用 す る 。  

第 17条 第 4項 及 び 第 5項 を 削 り 、 同 条 を 第 16条 と し 、 同 条 の 次 に

次 の 1条 を 加 え る 。  

（ 市 小 規 模 特 定 事 業 の 廃 止 等 ）  

第 17条 　 市 長 は 、 前 条 第 2項 に よ る 届 出 が 市 小 規 模 特 定 事 業 に 該

当 す る と き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 速 や か に 、 当 該 届 出

に 係 る 小 規 模 特 定 事 業 に よ る 当 該 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ た

土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め

に 必 要 な 措 置 が 講 じ ら れ て い る か に つ い て 確 認 し 、 そ の 結 果 を

当 該 届 出 を し た 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

2　 前 項 の 規 定 に よ り 、 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害

の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 が 講 じ ら れ て い な い 旨 の 通

知 を 受 け た 者 は 、 前 条 第 2項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 市 小 規 模

特 定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害

の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

第 17条 の 2を 削 る 。  

第 18条 及 び 第 19条 を 削 る 。  

第 17条 の 3中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に

改 め 、 同 条 を 第 18条 と す る 。  

第 20条 の 見 出 し 中 「 措 置 命 令 」 を 「 小 規 模 特 定 事 業 者 へ の 措 置

命 令 」 に 改 め 、 同 条 第 3項 か ら 第 5項 ま で を 削 り 、 同 条 を 第 19条

と し 、 同 条 の 次 に 次 の 1条 を 加 え る 。  

（ 市 小 規 模 特 定 事 業 者 へ の 措 置 命 令 ）  

第 19条 の 2　 市 長 は 、 市 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩

落 、 飛 散 又 は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 緊 急 の 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 市 小 規 模 特 定 事 業 を 行 う 者 に 対 し 、

当 該 市 小 規 模 特 定 事 業 を 一 時 停 止 し 、 又 は 当 該 市 小 規 模 特 定 事

業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散 若 し く は 流 出 に よ る 災 害 の

発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を と る べ き こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。  

2　 市 長 は 、 第 6条 の 規 定 に 違 反 し て 市 小 規 模 特 定 事 業 を 行 っ た

者 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 当 該 市 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ た

土 砂 等 の 全 部 若 し く は 一 部 を 撤 去 し 、 又 は 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散
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若 し く は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を

と る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

3　 市 長 は 、 第 8条 第 1項 の 規 定 に 違 反 し て 市 小 規 模 特 定 事 業 を 行

っ た 者 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 当 該 市 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ

れ た 土 砂 等 の 全 部 若 し く は 一 部 を 撤 去 し 、 又 は 土 砂 等 の 崩 落 、

飛 散 若 し く は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措

置 を と る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

4　 市 長 は 、 第 15条 第 2項 の 規 定 に 違 反 し た 者 に 対 し 、 期 限 を 定

め て 、 そ の 市 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散

又 は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を と る

べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

5　 市 長 は 、 第 17条 第 2項 の 規 定 に 違 反 し た 者 に 対 し 、 期 限 を 定

め て 、 そ の 市 小 規 模 特 定 事 業 に 使 用 さ れ た 土 砂 等 の 崩 落 、 飛 散

又 は 流 出 に よ る 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を と る

べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

第 20条 の 2前 段 中 「 市 長 は 、 」 の 次 に 「 第 19条 又 は 」 を 加 え 、

同 条 を 第 19条 の 3と す る 。  

第 21条 中 「 第 6条 の 許 可 を 受 け た 者 」 を 「 第 6条 届 出 者 」 に 、

「 当 該 許 可 」 を 「 当 該 届 出 」 に 、 「 第 16条 第 1項 」 を 「 第 14条 第

1項 」 に 、 「 若 し く は 第 17条 第 2項 」 を 「 又 は 第 16条 第 2項 」 に 改

め 、 「 又 は 第 19条 第 1項 の 規 定 に よ る 許 可 の 取 消 し を 受 け た 日 」

を 削 り 、 同 条 を 第 20条 と す る 。  

第 21条 の 2第 1項 中 「 現 場 管 理 責 任 者 は 、 」 を 「 第 6条 の 届 出 に

係 る 小 規 模 特 定 事 業 の 施 工 を 管 理 す る 者 （ 以 下 「 現 場 管 理 責 任

者 」 と い う 。 ） は 、 当 該 」 に 改 め 、 「 及 び 災 害 の 発 生 」 を 削 り 、

同 条 第 2項 中 「 小 規 模 」 の 前 に 「 第 6条 の 届 出 に 係 る 」 を 加 え 、

同 項 を 同 条 第 3項 と し 、 同 条 第 1項 の 次 に 次 の 1項 を 加 え る 。  

2　 現 場 管 理 責 任 者 の う ち 市 小 規 模 特 定 事 業 の 施 工 を 管 理 す る 者

は 、 災 害 の 発 生 の 防 止 に 関 し 規 則 で 定 め る 職 務 を 誠 実 に 行 わ な

け れ ば な ら な い 。  

第 21条 の 2を 第 20条 の 2と す る 。  

第 21条 の 3を 削 る 。  

第 22条 第 1項 中 「 限 度 に お い て 、 土 砂 等 の 埋 立 て 等 を 行 う 者 」

の 次 に 「 （ 土 砂 等 を 小 規 模 特 定 事 業 区 域 に 搬 入 し た 者 又 は 土 砂
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等 の 埋 立 て 等 を す る こ と を 要 求 し 、 依 頼 し 、 若 し く は 唆 し 、 若

し く は 土 砂 等 の 埋 立 て 等 を す る こ と を 助 け た 者 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） 」 を 加 え 、 第 4章 中 同 条 を 第 21条 と す る 。  

第 23条 を 削 る 。  

第 24条 の 見 出 し 中 「 委 任 」 を 「 規 則 へ の 委 任 」 に 改 め 、 同 条 を

第 22条 と す る 。  

第 25条 中 「 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 」 を 「 第 19条 第 1

項 又 は 第 2項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者 」 に 、 「 懲 役 」 を

「 拘 禁 刑 」 に 改 め 、 同 条 各 号 を 削 り 、 第 5章 中 同 条 を 第 23条 と す

る 。  

第 26条 第 6号 中 「 第 22条 第 1項 」 を 「 第 21条 第 1項 」 に 改 め 、 同

号 を 同 条 第 7号 と し 、 同 条 第 5号 中 「 第 22条 第 1項 」 を 「 第 21条 第

1項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 6号 と し 、 同 条 第 4号 中 「 第 13条 第 1

項 又 は 第 2項 」 を 「 第 11条 第 1項 又 は 第 14条 第 2項 （ 第 16条 第 3項

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 に 、 「 行 わ な か っ た 」 を

「 行 わ ず 、 又 は こ れ ら の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽

の 報 告 を し た 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 5号 と し 、 同 条 第 3号 中

「 第 12条 第 2項 又 は 第 13条 第 3項 」 を 「 第 10条 第 2項 」 に 改 め 、 同

号 を 同 条 第 4号 と し 、 同 条 第 2号 中 「 第 12条 第 1項 」 を 「 第 10条 第

1項 」 に 、 「 同 項 に 規 定 す る 」 を 「 こ れ に 記 載 す べ き 」 に 改 め 、

同 号 を 同 条 第 3号 と し 、 同 条 第 1号 中 「 第 11条 」 を 「 第 9条 」 に 改

め 、 同 号 を 同 条 第 2号 と し 、 同 条 に 第 1号 と し て 次 の 1号 を 加 え る 。 

( 1)　 第 6条 又 は 第 8条 第 1項 の 規 定 に 違 反 し て 、 届 出 を し な い で

小 規 模 特 定 事 業 を 行 い 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し た 者  

第 26条 を 第 24条 と す る 。  

第 27条 第 1号 中 「 第 10条 第 4項 、 第 16条 第 1項 、 第 17条 第 2項 又 は

第 18条 第 2項 」 を 「 第 8条 第 2項 、 第 14条 第 1項 」 に 改 め 、 同 条 第 2

号 中 「 第 21条 」 を 「 第 20条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 25条 と し 、 第 28

条 を 第 26条 と す る 。  

附 則 第 4項 を 削 る 。  

附 　 則  

（ 施 行 期 日 ）  

1　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  
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2　 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等

に よ る 土 壌 の 汚 染 及 び 災 害 の 発 生 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 以 下

「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 6条 の 規 定 に よ り さ れ て い る 許 可 に つ

い て は 、 当 該 許 可 に 係 る 小 規 模 特 定 事 業 が 完 了 す る ま で の 間 、

な お そ の 効 力 を 有 す る も の と し 、 当 該 許 可 に 係 る 小 規 模 特 定 事

業 に 関 す る 旧 条 例 第 6条 の 2の 規 定 及 び 第 8条 か ら 第 22条 ま で の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

3　 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 旧 条 例 第 6条 の 規 定 に よ り さ れ て い

る 許 可 の 申 請 は 、 改 正 後 の さ く ら 市 土 砂 等 の 埋 立 て 等 に よ る 土

壌 の 汚 染 及 び 災 害 の 発 生 の 防 止 に 関 す る 条 例 第 6条 の 規 定 に よ

り さ れ た 届 出 と み な す 。  

4　 こ の 条 例 の 施 行 前 に 旧 条 例 第 6条 の 規 定 に 違 反 し て 小 規 模 特

定 事 業 を 行 っ た 者 に つ い て は 、 旧 条 例 第 20条 第 4項 の 規 定 は 、

な お そ の 効 力 を 有 す る 。  

5　 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 旧 条 例 第 19条 第 1項 又 は 第 20条 第 3項

か ら 第 5項 ま で の 規 定 に よ る 命 令 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。  

6　 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 並 び に こ の 附 則 の 規 定 に よ り な

お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る 場 合 及 び こ の 附 則 の 規 定 に よ り

な お そ の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 場 合 に お け る こ の 条 例 の 施

行 後 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。  

7　 附 則 第 2項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る 旧

条 例 第 10条 第 1項 の 変 更 の 許 可 の 申 請 及 び 旧 条 例 第 17条 の 2第 1

項 の 譲 受 け の 許 可 の 申 請 に 係 る 旧 条 例 第 23条 第 2号 及 び 第 3号 に

掲 げ る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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議案第6号 

 

 

さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例及

びさくら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する条例の

一部改正について 

 

 

さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例及びさくら市

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て

支援施設等の運営に関する条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　 

 

 

さくら市条例第　号 

 

さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例及

びさくら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する条例の

一部を改正する条例 

 

（さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例の一部改

正） 

第1条　さくら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例（平成

26年さくら市条例第22号）の一部を次のように改正する。 

第 2 条第 1 項第 1 号中「を行う」を「（次項において「保育内容支

援」という。）を実施する」に改め、同項第 3 号中「第 4 項第 1 号」を
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「第 6 項第 1 号」に改め、同条中第 5 項を第 7 項とし、第 4 項を第 6

項とし、同条第 3 項各号列記以外の部分を次のように改める。 

前項各号の代替保育連携協力者とは、第 1 項第 2 号に掲げる事項

に係る連携協力を行う者であって、次の各号に掲げる場合の区分に

応じ、それぞれ当該各号に定めるものをいう。 

第 2 条第 3 項第 1 号中「当該家庭的保育事業者等」を「家庭的保育

事業者等」に、「第 23 条に規定する小規模保育事業Ａ型若しくは小規

模保育事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行う者（次号において「小規

模保育事業Ａ型事業者等」という。）」を「小規模保育事業Ａ型事業者

等」に改め、同項を同条第 5 項とし、同条第 2 項中「全てを満たすと

認める」を「いずれかを満たす」に、「前項第 2 号」を「第 1 項第 2

号」に改め、同項各号を次のように改める。 

(1)　家庭的保育事業者等が代替保育連携協力者を適切に確保した

場合には、次のア及びイに掲げる要件を満たすと市長が認めるこ

と。 

ア　家庭的保育事業者等と代替保育連携協力者との間でそれぞれ

の役割の分担及び責任の所在が明確化されていること。 

イ　代替保育連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないよ

うにするための措置が講じられていること。 

(2)　市長が家庭的保育事業者等による代替保育連携協力者の確保

の推進のために必要な措置を講じてもなお当該代替保育連携協力

者の確保が著しく困難であること。 

第 2 条中第 2 項を第 4 項とし、第 1 項の次に次の 2 項を加える。 

2　市長は、家庭的保育事業者等による保育内容支援の実施に係る連携

施設の確保が著しく困難であると認める場合であって、次の各号に

掲げる要件の全てを満たすと認めるときは、前項第 1 号の規定を適

用しないこととすることができる。 

(1)　家庭的保育事業者等が保育内容支援連携協力者を適切に確保

すること。 

(2)　次のア及びイに掲げる要件を満たすこと。 

ア　家庭的保育事業者等と保育内容支援連携協力者との間でそれ

ぞれの役割の分担及び責任の所在が明確化されていること。 

イ　保育内容支援連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じな

いようにするための措置が講じられていること。 
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3　前項各号の保育内容支援連携協力者とは、第 23 条に規定する小規

模保育事業Ａ型若しくは小規模事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行

う者（第 5 項において「小規模保育事業Ａ型事業者等」という。）で

あって、第 1 項第 1 号に掲げる事項に係る連携協力を行うものをい

う。 

附則第4項中「10年」を「15年」に改める。 

（さくら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子

ども・子育て支援施設等の運営に関する条例の一部改正） 

第2条　さくら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定子ども・子育て支援施設等の運営に関する条例（平成26年さくら市

条例第23号）の一部を次のように改正する。 

第 36 条第 1 項中「第 41 条第 3 項第 1 号」を「第 41 条第 3 項」に改

める。 

第 41 条第 1 項中「第 5 項」を「第 7 項」に改め、同項第 1 号中「を

行う」を「（次項において「保育内容支援」という。）を実施する」に

改め、同項第 3 号中「第 4 項第 1 号」を「第 6 項第 1 号」に改め、同

条中第 9 項を第 11 項とし、第 5 項から第 8 項までを 2 項ずつ繰り下

げ、同条第 4 項第 1 号中「第 73 条第 1 項」を「附則第 73 条第 1 項」

に改め、同項を同条第 6 項とし、同条第 3 項各号列記以外の部分を次

のように改める。 

前項各号の代替保育連携協力者とは、第 1 項第 2 号に掲げる事項

に係る連携協力を行う者であって、次の各号に掲げる場合の区分に

応じ、それぞれ当該各号に定めるものをいう。 

第 41 条第 3 項第 1 号中「当該特定地域型保育事業者」を「特定地域

型保育事業者」に、「小規模保育事業Ａ型若しくは小規模保育事業Ｂ型

又は事業所内保育事業を行う者（次号において「小規模保育事業Ａ型

事業者等」という。）」を「小規模保育事業Ａ型事業者等」に改め、同

項を同条第 5 項とし、同条第 2 項中「全てを満たすと認める」を「い

ずれかを満たす」に改め、同項各号列記以外の部分中「前項第 2 号」

を「第 1 項第 2 号」に改め、同項第 1 号及び第 2 号を次のように改め

る。 

(1)　特定地域型保育事業者が代替保育連携協力者を適切に確保し

た場合には、次のア及びイに掲げる要件を満たすと市長が認める

こと。 

-34-



ア　特定地域型保育事業者と代替保育連携協力者との間でそれぞ

れの役割の分担及び責任の所在が明確化されていること。 

イ　代替保育連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないよ

うにするための措置が講じられていること。 

(2)　市長が特定地域型保育事業者による代替保育連携協力者の確

保の促進のために必要な措置を講じてもなお当該代替保育連携協

力者の確保が著しく困難であること。 

第 41 条中第 2 項を第 4 項とし、第 1 項の次に次の 2 項を加える。 

2　市長は、特定地域型保育事業者による保育内容支援の実施に係る連

携施設の確保が著しく困難であると認める場合であって、次の各号

に掲げる要件の全てを満たすと認めるときは、前項第 1 号の規定を

適用しないこととすることができる。 

(1)　特定地域型保育事業者が保育内容支援連携協力者を適切に確

保すること。 

(2)　次のア及びイに掲げる要件を満たすこと。 

ア　特定地域型保育事業者と保育内容支援連携協力者との間でそ

れぞれの役割の分担及び責任の所在が明確化されていること。 

イ　保育内容支援連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じな

いようにするための措置が講じられていること。 

3　前項各号の保育内容支援連携協力者とは、小規模保育事業Ａ型若し

くは小規模保育事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行う者（第 5 項に

おいて「小規模保育事業Ａ型事業者等」という。）であって、第 1 項

第 1 号に掲げる事項に係る連携協力を行うものをいう。 

附則第5条中「10年」を「15年」に改める。 

附　則 

この条例は、公布の日から施行する。
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議 案 第 7号  

 

 

さ く ら 市 水 道 事 業 の 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管

理 者 の 資 格 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て  

 

 

さ く ら 市 水 道 事 業 の 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。  

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

さ く ら 市 水 道 事 業 の 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管

理 者 の 資 格 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

さ く ら 市 水 道 事 業 の 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資

格 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24年 さ く ら 市 条 例 第 27号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

第 3条 第 11号 及 び 第 4条 第 8号 中 「 第 34条 第 1項 」 を 「 第 37条 第 1

項 」 に 改 め る 。  

附 　 則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議 案 第 8号  

 

 

さ く ら 市 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て  

 

 

さ く ら 市 下 水 道 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。 

 

 

令 和 7年 6月 5日 提 出  

 

 

さ く ら 市 長 　 　 中  村  卓  資  

 

 

さ く ら 市 条 例 第 　 号  

 

さ く ら 市 下 水 道 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

さ く ら 市 下 水 道 条 例 （ 平 成 17年 さ く ら 市 条 例 第 161号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 29条 第 2項 の 表 中 「 1,210円 」 を 「 1,5 12.5円 」 に 、 「 132円 」

を 「 141 .9円 」 に 、 「 143円 」 を 「 154円 」 に 、 「 154円 」 を 「 165

円 」 に 、 「 165円 」 を 「 177. 1円 」 に 、 「 176円 」 を 「 189.2円 」

に 改 め る 。  

附 　 則  

（ 施 行 期 日 ）  

1　 こ の 条 例 は 、 令 和 7年 12月 1日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

2　 改 正 後 の 第 29条 の 規 定 は 、 令 和 8年 3月 1日 以 後 に 徴 収 す る 使

用 料 の 額 の 算 定 か ら 適 用 し 、 同 日 前 ま で に 徴 収 す る 使 用 料 の 額

の 算 定 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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議案第 11 号  

 

 

　　　土地改良事業の施行について  

 

 

　土地改良事業の施行にあたり、土地改良事業計画を定めるため、土地

改良法（昭和 24 年法律第 195 号）第 96 条の 2 第 2 項の規定により、同

事業計画の概要について議会の議決を求める。  

 

1 事業名 　農村地域防災減災事業  

（防災重点農業用ため池緊急整備事業）  

 

2 地区名 　薮内溜地区（さくら市鷲宿地内）  

 

3 事業概要 薮内溜改修  

提体工　　堤高　3.0m 

堤長　104.0m 

 

　　　　　余水吐工　堤長　10.0m 

　　　　　　　　　　敷標高 97.47m 

                     

 

4 概算事業費　99,693 千円  

 

5 事業期間　令和 7 年度  

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出  

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資
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報告第 1 号 

 

 

令和 6 年度さくら市一般会計繰越明許費繰越計算書の報　　　 

告について 

 

 

　令和 6 年度さくら市一般会計繰越明許費に係る歳出予算の経費を令和

7 年度に繰り越したので、地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）

第 146 条第 2 項の規定により別紙のとおり報告する。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　　　
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（別紙）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

2 総務費 1 総務管理費 公用車管理事務 5,850,000 5,850,000 1,100,000 4,750,000

3 民生費 1 社会福祉費
住民税非課税世帯等臨
時特別給付金支給事業

140,144,000 30,247,000 30,247,000

3 民生費 2 児童福祉費 児童館等管理運営事業 9,135,000 9,135,000 9,135,000

5 農林水産業費 1 農業費
農業用ため池防災減災
対策事業

98,700,000 98,700,000 61,250,000 15,700,000 21,750,000

7 土木費 1 土木管理費
木造住宅耐震診断・改
修事業

2,100,000 2,100,000 1,600,000 500,000

7 土木費 2 道路橋梁費 道路維持補修事業 71,712,000 71,712,000 26,466,000 23,700,000 21,546,000

7 土木費 2 道路橋梁費 道路改良事業 125,382,000 118,907,000 18,744,000 68,700,000 31,463,000

7 土木費 2 道路橋梁費
市道Ｕ１－１０号道路
改良事業

12,529,000 1,747,000 1,500,000 247,000

7 土木費 4 都市計画費 桜の郷づくり事業 27,500,000 27,320,000 27,320,000

8 消防費 1 消防費 消防団運営事業 11,038,000 11,038,000 11,000,000 38,000

9 教育費 2 小学校費
小学校施設補修整備事
業

325,974,000 248,686,000 248,600,000 86,000

9 教育費 6 保健体育費 給食センター建設事業 1,994,997,000 1,994,997,000 181,621,000 1,707,970,000 105,406,000

1 0 災害復旧費
1 農林水産業施
設災害復旧費

農業用施設災害復旧事
業

35,000,000 35,000,000 22,750,000 3,500,000 8,750,000

令和6年度さくら市一般会計 繰越明許費繰越計算書

（単位：円）

左　の　財　源　内　訳

未 収 入 特 定 財 源款 項 事　業　名 金　　額
翌　年　度　
繰　越　額 既 収 入

特 定 財 源
一般財源
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報告第 2 号 

 

 

令和 6 年度さくら市一般会計事故繰越し繰越計算書の報 

告について 

 

 

　令和 6 年度さくら市一般会計事故繰越しに係る歳出予算の経費を令和

7 年度に繰り越したので、地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）

第 150 条第 3 項の規定により別紙のとおり報告する。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　　　
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（別紙）

（単位：円）

9　教育費 6　保健体育費 総合公園管理事業 2,112,000 2,112,000 2,112,000 2,112,000

受変電設備高圧機器の
経年劣化による停電に
伴い、交換すべき部品
の調達に相当の期間を
要するため

令和6年度さくら市一般会計 事故繰越し繰越計算書

左の内訳 左　の　財　源　内　訳

款 項 事　　業　　名
支出負担
行為額

支出負担
行為予定額

翌　年　度　
繰　越　額

説　　明
支出済額 支出未済額

既 収 入
特 定 財 源

未 収 入
特 定 財 源

一般財源
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報告第 3 号 

 

 

令和 6 年度氏家都市計画事業上阿久津台地土地区画整理 

事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

 

 

令和 6 年度氏家都市計画事業上阿久津台地土地区画整理事業特別会計

繰越明許費に係る歳出予算の経費を令和 7 年度に繰り越したので、地方

自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 146 条第 2 項の規定により別

紙のとおり報告する。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　　　
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（別紙）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

1 土地区画整理事
業費

1 土地区画整
理事業費

上阿久津台地土地区画
整理事業

1,342,000 53,000 53,000

令和6年度氏家都市計画事業上阿久津台地土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書

（単位：円）

左　の　財　源　内　訳

未 収 入 特 定 財 源款 項 事　業　名 金　　額
翌　年　度　
繰　越　額 既 収 入

特 定 財 源
一般財源
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報告第 4 号 

 

 

令和 6 年度さくら市水道事業会計予算繰越計算書の報告 

について 

 

 

地方公営企業法（昭和 27 年法律第 292 号）第 26 条第 3 項の規定によ

り、さくら市水道事業会計の繰越額の使用に関する計画について、別紙

のとおり報告する。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　　　 
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左の財源内訳

損益勘定
留保資金

円 円 円 円 円 円

令和6年度配水管布
設替工事（第8工
区）

51,425,000 51,425,000 51,425,000 0 0
関係機関との調整に不測の日数を要
したため

令和6年度支障配水
管布設替工事（下-
第2工区）

52,877,000 52,877,000 52,877,000 0 0 交通誘導員の確保が困難なため

104,302,000 0 104,302,000 104,302,000 0 0

左の財源内訳

損益勘定
留保資金

円 円 円 円 円 円

野辺山浄水場非常用
自家発電機用バッテ
リー交換工事

1,287,000 1,287,000 1,287,000 0 0
機器の納品に、不測の日数を要する
ため

1,287,000 0 1,287,000 1,287,000 0 0

令和6年度さくら市水道事業会計予算繰越計算書

地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の繰越額

合　　　　　計

地方公営企業法第26条第2項ただし書きの規定による事故繰越額

合　　　　　計

款 項 事　　業　　名
予　算
計上額

支払義務
発生額

翌年度
繰越額

不用額

翌年度繰越額に係
る繰越を要するた
な卸資産の購入限

度額

説　　明

1　資本的支出 1　建設改良費

款 項 事　　業　　名
予　算
計上額

支払義務
発生額

翌年度
繰越額

不用額

翌年度繰越額に係
る繰越を要するた
な卸資産の購入限

度額

説　　明

1　水道事業費
用

1　営業費用
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報告第 5 号 

 

 

令和 6 年度さくら市下水道事業会計予算繰越計算書の報告 

について 

 

 

地方公営企業法（昭和 27 年法律第 292 号）第 26 条第 3 項の規定によ

り、さくら市下水道事業会計の繰越額の使用に関する計画について、別

紙のとおり報告する。 

 

 

　　令和 7 年 6 月 5 日提出 

 

 

さくら市長　　中 村 卓 資　　　　　 

-81-



　地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の繰越額

国庫補助金 企業債
損益勘定

留保資金等

円 円 円 円 円 円 円 円

1 1

資本的支出 建設改良費 1,178,100 139,145 1,038,955 0 0 1,038,955 0 0 

円 円 円 円 円 円 円 円

1 1

資本的支出 建設改良費 36,400,000 13,400,000 23,000,000 11,550,000 11,550,000 0 0 0 

円 円 円 円 円 円 円 円

1 1

資本的支出 負担金 32,251,000 19,151,000 13,100,000 0 13,100,000 0 0 0 

69,829,100 32,690,145 37,138,955 11,550,000 24,650,000 1,038,955 0 0 

　地方公営企業法第26条第2項ただし書の規定による事故繰越額

国庫補助金 企業債
損益勘定

留保資金等

円 円 円 円 円 円 円 円

1 1

下水道事業 営業費用 8,096,000 0 8,096,000 0 0 8,096,000 0 0 

　費用

8,096,000 0 8,096,000 0 0 8,096,000 0 0 

令和6年度　さくら市下水道事業会計予算繰越計算書

左の財源
内訳

合　　　　　計

左の財源
内訳

合　　　　　計

款 項 事業名 予算計上額
支払義務
発生額

翌年度
繰越額

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越を
要するた
な卸資産
の購入限
度額

説明

令和6年度流域下水
汚泥処理事業に係る
下水道資源化工場第
１期計画汚泥処理施
設等建設工事委託協
定

協定先の栃木県におい
て、監視制御設備更新工
事の設計等に不測の日数
を要したため

氏家水処理センター
耐震実施設計業委託

現地を再精査し委託先と
協議した結果、当初予定
していなかった内容を追
加し履行期限を延長した
ため

水道管移設負担金

協定先のさくら市水道事
業発注工事において、繁
忙期と重なり交通誘導警
備員の確保に不測の日数
を要したため

款 項 事業名 予算計上額
支払義務
発生額

翌年度
繰越額

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越を
要するた
な卸資産
の購入限
度額

説　明

管路修繕業務委託

社会情勢を受け労働需要
が急増し、請負業者にお
いて作業員等の確保がで
きず年度内の完了が困難
となったため

-82-



諮問第 1 号

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者に、下記の者を推薦したいので人権擁護委員法（昭

和 24 年法律第 139 号）第 6 条第 3 項の規定により、議会の意見を求め

る。

記

住 所

氏 名 渡邉 幸雄

生年月日

令和 7 年 6 月 5 日提出

さくら市長 中 村 卓 資
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